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そ
れ
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れ
に
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あ
る

　
　
　
　
ま
ち（
む
ら
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り
協
議
会
の
取
り
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み
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まち（むら）協 ７者７様

　日南町では、７つのまち（むら）づくり協議会が、それぞれの地域の特色ある地域づく
りの取り組みを行っています。地域のみなさんが自らの地域の課題をまち（むら）協に持
ち寄り、知恵をしぼり工夫を凝らしてその課題解決に取り組んでいます。
　「広報にちなん」では、各まち（むら）づくり協議会が今年度重点的に行う活動を、先
月から２号にわたってご紹介しています。

　
今
年
度
阿
毘
縁
む
ら
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

「
楽
し
く
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
」
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
地
域
活
性
化
の
事
業
を
行
い
ま

す
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
特
産
品
販
売
所
の

開
設
で
す
。
現
在
、
阿
毘
縁
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
内
で
は
、
阿
毘
縁
特
産
グ
ル
ー
プ
の
商

品
を
置
い
て
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
セ
ン

タ
ー
前
で
は
週
２
日
野
菜
市
が
開
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
地
域
の
魅
力

発
信
の
た
め
に
重
要
な
取
り
組
み
だ
と
考
え

て
お
り
、
こ
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
こ
と
を
、

今
年
度
の
活
動
の
重
点
項
目
と
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
Ｊ
Ａ
阿
毘
縁
支
所
が

あ
っ
た
場
所
は
、
以
前
は
「
ア
ッ
プ
ル
ハ
ウ

ス
」
の
名
前
で
小
さ
な
商
店
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
の
閉
店
以
降

は
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
は

地
域
の
買
い
物
の
場
や
憩
い
の
場
と
し
て
愛

さ
れ
て
き
た
背
景
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
場
所

を
復
活
さ
せ
、
地
域
の
特
産
品
や
魅
力
の
Ｐ

Ｒ
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
こ
こ
に
出
品

す
る
商
品
を
作
る
・
育
て
る
こ
と
に
楽
し
み

や
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
い
、
日
常
生
活
を
い

き
い
き
と
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も

込
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
旧
木
下
家
で
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
向
け
た
施
設
の
修
繕
や
整
備
、
御

墓
山
の
山
道
整
備
や
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

阿
毘
縁
む
ら
づ
く
り
協
議
会

ー
特
産
品
販
売
所
の
開
設
に
よ
る

　　　　　地
域
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
住
民
の
い
き
が
い
づ
く
り
ー

昨年度、むら協の企画として初めて旧木下家でイベ
ントを開催しました。今後もカフェやイベントを開
催するため、必要な修繕などを行います。

JA阿毘縁支所のあった場所を整備し、特産品販売の
ための台とテーブル・イスなどを設置しました。セ
ンター事務所もこちらへ移転し、管理を行います。

　
令
和
３
年
度
か
ら
再
開
し
た
「
福
栄
天
体

界
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
は
、
昨
年
度
は

山
陰
両
県
か
ら
の
参
加
者
限
定
で
開
催
し
ま

し
た
が
、
山
陽
方
面
か
ら
の
参
加
希
望
の
問

合
せ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

状
況
も
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度

は
地
域
を
限
定
せ
ず
広
く
参
加
者
を
募
る
計

画
と
し
て
い
ま
す
。

　
野
菜
販
売
や
コ
ー
ス
の
変
更
を
望
む
声
も

あ
り
、
地
域
の
農
家
と
の
連
携
や
複
数
コ
ー

ス
の
設
定
な
ど
、
よ
り
魅
力
的
な
大
会
と
な

る
よ
う
工
夫
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
内
外
に
こ
の
大
会
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
大

会
を
通
じ
て
福
栄
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
栄
地
域
で
は
、
こ
ど
も
園
や
公

園
、
店
舗
や
憩
い
の
場
が
地
域
内
に
な
い
た

め
、
世
代
間
交
流
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

「
交
流
サ
ロ
ン
」
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
向
け
の
読
み

聞
か
せ
を
行
う
「
お
話
し
会
」
を
開
催
し
て

お
り
、
毎
回
15
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
読
み
聞
か
せ
以
外
に
本
の
貸
出
も

検
討
し
て
お
り
、
日
南
町
で
多
く
の
動
物
を

撮
影
し
て
い
る
写
真
家
・
福
田
幸
広
さ
ん
の

絵
本
を
中
心
に
、
蔵
書
を
充
実
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
世
代
間
交
流
の
重
要
な
拠
点
と

な
っ
て
い
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
な
ど
も

行
い
、
地
域
住
民
が
「
楽
し
く
豊
か
に
暮
ら

せ
る
福
栄
」
を
目
指
し
て
今
年
度
も
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

福
栄
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
充
実
と

　　　　　「
交
流
サ
ロ
ン
」
に
よ
る
世
代
間
交
流
の
促
進
ー

「お話し会」には、神福に移住されたカメラマンの
井上浩一さんが参加され写真を撮影されることもあ
り、その写真はセンター内に掲示しています。

ウォーキング大会の広報のため、チラシ配布や設置
だけでなく、過去の参加者へはDMを送るなどして、
広くPRを行います。

　
多
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
、
構
成

団
体
の
自
主
的
な
活
動
を
尊
重
・
支
援
し
な

が
ら
、
構
成
団
体
と
ま
ち
協
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
「
持
続
可
能
な
多
里
」

を
目
指
し
、
「
多
里
で
楽
し
め
る
」
方
法
を

一
つ
ひ
と
つ
形
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
「
多
里
の
火
祭
り
（
多
里
是

好
日
）
」
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
旧
備
後
街
道
・
多
里
宿
の
街
並
み
を

ろ
う
そ
く
の
灯
り
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
飾
り
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
空
間
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

従
来
の
愛
宕
祭
（
火
の
神
）
と
宮
島
祭
（
水

の
神
）
の
地
域
行
事
に
合
わ
せ
、
ま
ち
協
が

企
画
す
る
灯
り
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
コ
ラ

ボ
で
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
里
地
域
に
は
、
桜
公
園
の
整
備

作
業
な
ど
を
行
う
「
桜
公
園
を
守
る
会
」
や

若
松
鉱
山
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
多
里
の
鉱

山
を
語
り
継
ぐ
会
」
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
保
護
に
取
り
組
む
「
多
里
は
ん
ざ
け
を

守
る
会
」
、
星
空
や
化
石
な
ど
多
里
の
素
材

を
活
か
し
た
体
験
活
動
を
開
催
す
る
「
遊
四

季
多
里
」
や
「
に
ち
な
ん
森
あ
そ
び
の
会
」

な
ど
多
く
の
活
動
団
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
団
体
の
活
動
は
、
地
域
内
外
の

交
流
を
生
む
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
多

里
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
の
協
力
と
後

押
し
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ち
協
と
し
て
も
積

極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

多
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

ー
地
域
内
の
活
動
団
体
と
の
協
力
に
よ
る

　　　　　　　住
む
人
・訪
れ
る
人
と
も
に
楽
し
め
る
地
域
づ
く
り
ー

「遊四季多里」が主催する星の観望会の様子です。
毎回、老若男女が美しい星空と宇宙の果てに思いを
馳せています。

年３回の草刈り・伐採と施肥を行い毎年美しい桜の
花が咲くようになりました。ライトアップの日には、
県外の方も立ち寄ってくださいます。

～それぞれに特色ある
　　　　　　まち（むら）づくり協議会の取り組み～

特集
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宿
の
街
並
み
を

ろ
う
そ
く
の
灯
り
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
飾
り
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
空
間
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

従
来
の
愛
宕
祭
（
火
の
神
）
と
宮
島
祭
（
水

の
神
）
の
地
域
行
事
に
合
わ
せ
、
ま
ち
協
が

企
画
す
る
灯
り
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
コ
ラ

ボ
で
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
里
地
域
に
は
、
桜
公
園
の
整
備

作
業
な
ど
を
行
う
「
桜
公
園
を
守
る
会
」
や

若
松
鉱
山
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
多
里
の
鉱

山
を
語
り
継
ぐ
会
」
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
保
護
に
取
り
組
む
「
多
里
は
ん
ざ
け
を

守
る
会
」
、
星
空
や
化
石
な
ど
多
里
の
素
材

を
活
か
し
た
体
験
活
動
を
開
催
す
る
「
遊
四

季
多
里
」
や
「
に
ち
な
ん
森
あ
そ
び
の
会
」

な
ど
多
く
の
活
動
団
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
団
体
の
活
動
は
、
地
域
内
外
の

交
流
を
生
む
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
多

里
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
の
協
力
と
後

押
し
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ち
協
と
し
て
も
積

極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

多
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

ー
地
域
内
の
活
動
団
体
と
の
協
力
に
よ
る

　　　　　　　住
む
人
・訪
れ
る
人
と
も
に
楽
し
め
る
地
域
づ
く
り
ー

「遊四季多里」が主催する星の観望会の様子です。
毎回、老若男女が美しい星空と宇宙の果てに思いを
馳せています。

年３回の草刈り・伐採と施肥を行い毎年美しい桜の
花が咲くようになりました。ライトアップの日には、
県外の方も立ち寄ってくださいます。

～それぞれに特色ある
　　　　　　まち（むら）づくり協議会の取り組み～

特集
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大宮まちづくり協議会

小澤 美知弥
阿毘縁むらづくり協議会

生田 享也
山上まちづくりの会

木村 正史
日野上まちづくり協議会

山本 静夫

福栄まちづくり協議会

松田 正
石見まちづくり協議会

吉澤 晴美
多里まちづくり推進協議会

榎尾 稔正

まち(むら)づくり協議会　会長のみなさん ※敬称略
※大宮まちづくり協議会は会長代行

　
山
上
ま
ち
づ
く
り
の
会
で
は
、
「
こ
の
町

で
、
こ
の
地
で
笑
っ
て
老
い
た
い
〜
そ
の
た

め
に
今
す
べ
き
こ
と
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
５

ヶ
年
計
画
を
作
成
・
実
行
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
そ
の
計
画
に
定
め
る
支
え
愛
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
に
お
い
て
、
地
域
独
自
の
訪

問
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
た
め
、
現
在
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
日

常
生
活
に
不
自
由
さ
や
困
り
ご
と
を
抱
え
る

住
民
の
支
援
や
相
互
交
流
を
目
的
と
し
た
サ

ー
ビ
ス
で
、
宅
内
の
蛍
光
灯
の
取
り
換
え
や

庭
の
草
刈
り
な
ど
の
軽
微
な
作
業
を
、
地
域

内
で
依
頼
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
こ
の
よ
う

な
地
域
の
共
助
・
支
え
合
い
と
い
っ
た
、
地

域
住
民
に
よ
る
地
域
住
民
の
た
め
の
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
、
協
議

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
事
業
化
へ
の
課
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
安
全
に
楽
し
く
暮

ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
工
夫
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
代
表
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
す
っ
か
り
定
着
し
た
「
福
万
来
ホ
タ
ル
乃

国
」
の
お
も
て
な
し
が
、
今
年
は
６
月
30
日

か
ら
７
月
12
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
を
取
り
巻
く
状
況
も
変
化
し
た
こ
と

に
よ
り
、
過
去
最
大
の
来
客
数
を
見
込
ん
で

お
り
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
事
前
の
準
備
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
来
場
者
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

せ
、
地
域
の
価
値
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
皆
で

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

山
上
ま
ち
づ
く
り
の
会

ー
地
域
内
で
の
共
助
・支
え
合
い
に
よ
る

　　　　　　　　　　　　　安
心
・安
全
な
暮
ら
し
づ
く
り
ー

「福万来ホタル乃国」おもてなし前には、毎年地域
総出で観賞スポットの整備作業を行い、来場者を迎
え入れる準備を整えています。

地域の安心・安全を守るため、互いに助け合い、支
え合える地域づくりを目指し、様々な検討を重ねて
います。
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令和５年度  お世話になります
自治会長のみなさん

宮
　内  
赤
木 

　至

矢
　戸  

梅
林 

　剛

上
三
栄  

澤
田 

信
介

三
　栄  

山
中 

辰
郎

河
　上  

長
谷
部 

昇

　霞
　  

水
谷 

秀
樹

生
　山  
天
崎 

直
幸

茶
　屋  

高
橋 

秀
紀

笠
　木  

青
砥 

文
章

丸
　山  

田
邉 

和
夫

佐
木
谷  

木
村 

正
史

福
万
来  

　月 

一
夫

豊
　栄  

大
熊 

　勝

神
福
下  

長
谷
川
和
孝

（敬称略）

花
　口  

長
澤 

　均

上
萩
山  

新
田 

和
之

萩
　原  

石
川 

　優

神
戸
上  

中
田 

　誠

宝
　谷  

佐
藤 

俊
作

多
　里  

山
内 

崇
史

湯
　河  
山
浦 

裕
幸

菅
　沢  

小
澤
美
知
弥

福
　塚  

足
羽 

　覚

三
　吉  

向
原 

英
之

中
石
見  

中
村 

　豪

下
石
見  

山
形 

　昇

福
寿
実  

山
影 

明
也

阿
毘
縁  
生
田 

享
也

折
　渡  

粟
田 

英
機

神
福
上  

和
田 

伸
之

上
石
見  

安
達 

正
樹

新
　屋  

近
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秀
喜

印
　賀  

河
村 

達
也 
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「まなびや縁側」日南拠点

日野郡公設塾「まなびや縁側」日南拠点
日南町生山148-2  ステーションアベニューぷらら２階
電　話：080-8035-1460
E-mail：nichi.manabiya@gmail.com
対　　象：中学生、高校生
塾　　費：中学生無料／高校生1,000円(月額)

開塾日時：火～金 13:00～20:00 ／ 土10:00～18:00
休 塾 日：日・月・祝日（休塾日と祝日が重なる場合は、翌火曜日も）

開塾カレンダー、行事予定、塾の様子など facebook 

で最新情報を発信中！

■まなびや縁側 ３拠点交流会を開催しました
　日南・日野・江府それぞれの拠点に所属する中
学1年生から高校３年生までの塾生14人が、日野
町に集まり交流しました。まずは、町や年齢の枠
を越えた４グループに分かれてのレクリエーショ
ンを行い、その後バスケットボールやバレーボー
ルなどを楽しみました。はじめは初対面の恥ずか
しさもありましたが、高校生がうまくリードして
くれて楽しい時間を過ごしました。

■７月25日開催！星空観望会～スマホで月を撮影しよう～
　夏の夜空を望遠鏡で観察する星空観望会を、７月25日に開催します。なんと今回は、月を観測するだ
けでなく、スマホでも撮影することができます。観測や撮影の仕方は、鳥取県認定星空案内人第１号の
新田浩志さんと、新田さんが代表を務める遊四季多里の方々に教えていただきます。
　申込みは不要で、子どもから大人までどなたでも参加いただけます。また、時間内であれば出入りは
自由ですので、学校帰りや仕事帰りなどにお気軽にお立ち寄りください。

みなさんのご参加をお待ちしています。

☆星空観望会のお誘い☆
日　時：７月 25日 ( 火 )　18:00 ～ 20:00　　場　所：JR生山駅前スペース
対　象：どなたでも参加可能　　　　　　　　その他：参加無料・申込不要

ー中止の場合、facebook でお知らせしますー

　日南町では、こども園・小学校・中学校で一つの学校運営協議会を組織して１年が経過し、より良い

学校運営と子どもたちの成長のためにたくさんの熟議を行ってきました。また地域のみなさんにはコ

ミュニティ・スクールサポーターとして、子どもたちと一緒に様々な活動をしていただいています。

　今回は、伯耆町で校長・学校運営協議会委員・ＣＳディレクターとして、様々な立場でコミュニティ

スクールに関わってこられた小澤敦彦さんをお招きし、日南町のコミュニティ・スクールについて考え

ます。

　無料で参加できますので、お気軽にご参加ください。

日　時：7 月 27 日（木）14:00 ～ 15:30

場　所：日南町総合文化センター多目的ホール

申　込：申込フォーム（右の QR コード）へ入力していただくか、

　　　　電話または FAX でお申し込みください。

※たったもカードに行政ポイント 30 ポイントをお付けします。

　当日は、たったもカードをお持ちください。

【問合せ】　教育委員会事務局　TEL：82-1118　FAX：82-0116

日南町生涯学習講座 にちなん町民大学×コミュニティスクール
学校と地域でつくる子どもたちの学びと未来
～そのエンジンが、学校運営協議会です～

申込フォーム
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外国語指導助手
ルーシーの Happy Column Hello!

ルーシーです

　7月4日はアメリカの独立記念日です。多くのアメリカ人は、友達や家族、隣近所の人とバーベ
キューをしたり、ビーチや町のお祭りに行ったりします。花火もすごく人気です。シアトルは人口が多
い都市なので、市内では個人的な花火は合法ではありませんが、7月4日はやる人が多いです。夜に湖
の上で市が開催するプロの花火大会もあります。私の近所では、花火がよく見える通りの交通を止め、
人々は椅子を持って道から花火を見ます。
July 4th is Independence Day in the United States. Many Americans have barbecues with 
their friends, family, or neighbors, or go to the beach or to a festival in their town. 
Fireworks are also very popular. Personal fireworks are not legal in Seattle because it is a 
very crowded city, but a lot of people use them anyway. 
At night, the city holds a professional fireworks display over the lake. In my neighborhood, 
traffic stops on one of the streets with a good view of the fireworks, and people bring 
chairs out into the street to watch.

アメリカの国旗についてのトリビア
　アメリカの最初の国旗は、1776年に作られました。星の数は州の数を表しているので、13
から50州に増えるまでに、国旗が26回変わりました。今の50の星の旗は、1960年（アラス
カとハワイが州になった後）から使われています。もしワシントンディーシーやプエルトリコ
も州になったら、星をまた加えます。最初の13州を表して、今でも赤と白の線が13あります。

The first American flag was made in 1776. Because the number of stars matches the 
number of states, the flag has changed 26 times as the U.S. grew from 13 to 50 states. 
The current 50-star flag has been used since 1960 (after Alaska and Hawaii became 
states). Of Washington D.C. or Puerto Rico become states, we will add more stars. There 
are always 13 red and white stripes, to match the first 13 states.

アメリカの独立記念日（7月 4日）

　
今
回
は
、
こ
の
夏
、
日
南
町
美

術
館
で
開
催
す
る
彫
刻
展
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
ね
が
み
く
み
こ

（
１
９
８
２
年
生
ま
れ
・
群
馬
県

出
身
）
は
、
東
京
藝
術
大
学
で
彫

刻
を
学
ん
だ
作
家
で
す
。
そ
の
作

品
は
、
独
特
な
感
性
に
よ
る
ユ
ー

モ
ア
で
、
観
る
人
に
強
烈
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
ま
す
。
自
由
で
個

性
的
な
作
品
は
、
現
代
ア
ー
ト
特

有
の
難
解
さ
が
あ
る
一
方
で
、
観

る
人
を
驚
き
と
笑
い
の
渦
に
引
き

込
む
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
魅

力
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
ね
が
み
く
み
こ
の
作
品
は
、
世

の
中
の
矛
盾
や
、
愚
か
さ
を
戯
画

化
し
、
悲
劇
を
喜
劇
に
変
え
て
み

せ
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
寛
容
で
あ

る
こ
と
」
が
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に

あ
り
、「
今
の
世
の
中
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
大
ら
か
な
気
持
ち
に
な
っ
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
現
代
の
多
様
な
価
値
観
に
戸
惑

い
や
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
た
り
、

長
い
コ
ロ
ナ
禍
を
過
ご
し
た
私
た

ち
に
、
ね
が
み
く
み
こ
は
「
こ
の

世
に
無
用
な
も
の
は
な
く
、
く
だ

ら
な
く
意
味
の
な
い
も
の
も
笑
い

飛
ば
し
て
、
人
生
賛
歌
を
謳
い
あ

げ
よ
う
！
」
と
誘
い
ま
す
。
そ
こ

に
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
や
、

豊
か
な
人
間
性
と
は
何
か
の
問
い

か
け
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ま

す
。
抱
腹
絶
倒
の
本
展
の
開
催
を

通
し
て
、
み
な
さ
ん
と
日
南
町
の

活
力
を
生
み
出
す
一
石
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

特
別
展
「ね
が
み
く
み
こ
　ホ
ル
モ
ン
と
情
熱
の
あ
い
だ
」

美
し
い
だ
け
が
ア
ー
ト
で
は
な
い
?! 

現
代
ア
ー
ト
と
の
出
合
い
を
楽
し
も
う
♪

会　期：6月30日（金）～8月20日（日）
会　場：日南町美術館
休館日：毎週月曜日と7月18日（火）
　　　　※7月17日は開館

開館時間：8:00～17:00
　　　　　ナイトミュージアム（20：00まで開館延長）６月30日(金)～７月９日(日)
入 館 料：一般500円・高校生以下無料
問 合 せ：日南町美術館（TEL：77-1113）

パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
桃
太
郎

突
撃
隣
の
晩
御
飯



 広報にちなん令和５年７月　  ８

日南町家庭教育支援チーム

いちい応援隊
　０歳～18歳までのお子さんの子育てをされて
いる保護者のみなさんを応援するためのチーム
です。拠点づくり、相談、講演会、家庭訪問な
どを実施し、保護者に寄り添っていきます。

　保護者のみなさんが地域の中で安心して過ごせる居場所として、

家庭教育支援の拠点を設けました。みなさんにより親しんでもらえ

るように、拠点名とキャラクター名を募集したところ、たくさんの

ご応募をいただきました。ありがとうございました。

日南ダンススクールインストラクターのMAYO先生

に、楽しく教えていただきます。

≪応募者の思い≫

ひと息ホッと休める願いも含め、ホットティーも出る楽しみも含

め、誰でも親しんでもらえる拠点になるように。　

場所：日南中学校交流教室・奥

時間：15:00～18:00

ステキな名前にふさわしい、

あたたかなルームを目指しています。

みなさん、ぜひお立ち寄りください！

いつでも気軽に話ができる、居場所ができました。いばしょ
小学1年生の全家庭に家庭訪問させていただきました。ありがとうございました。ちいき
一緒にわくわくできる、親子体験＆講演会のお知らせです。

親子で参加していただける体験や講演会を開催します。お気軽にご参加ください！

いっしょに

いちい応援隊とは？

拠点名・イメージキャラクター名決定！
5月27日　拠点お披露目会

「HOT ホッと るーむ」は、
6月から水曜日にオープンしています！

【問合せ】教育委員会事務局　TEL：82-1118

拠点名 「HOT ホッと るーむ」「HOT ホッと るーむ」

≪応募者の思い≫

ふわりとさりげなく、みんなの心に寄り添えるように。

イメージキャラクター

親子でダンス
にちなんっ子クラブ共催

稲田尚久先生から、実例を通した「笑って学べる」

コミュニケーション術をお聞きします。

アンガーマネジメント講座
怒りのコントロール

走る・跳ぶ・登る・障害物をどう乗り越えるか！？

大人も子どももハマること間違いなし！

パルクール
スマホとの関わり方について、親子で一緒に考えます。

スマホリテラシー講座

「ふわりちゃん」「ふわりちゃん」

親子体験＆講演会の予定

7月30日（日） 10月27日（金）

10月29日（日） 日にち未定

詳細が決まり次第、町ホームページでお知らせします。
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　気温と湿度が高くなり、熱中症の危険が高まっています。すでに県内でも、
熱中症の重症事例が報告されています。体がまだ暑さに慣れていないこの時
期は、特に注意が必要です。
　室内でも熱中症は起こります。次の点に注意し、みんなで声をかけあって
熱中症を予防しましょう。
　もし、めまいや頭痛、筋肉痛、吐き気、体がだるい等の症状があり、「熱
中症かな？」と思ったら、すぐに医療機関を受診しましょう。

保健師

梅林　千惠

声をかけあって、
熱中症を予防しましょう！

環境省熱中症予防情報サイトより

令
和
5
年
度
の
地
区
保
健
委
員
を
紹
介
し
ま
す

 

地
区
保
健
委
員
は
、
町
内
33
自
治
会
の
推
薦
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。
現
在

50
名
の
地
区
保
健
委
員
が
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
年
数
回
の
研
修
会
や
住
民
検
診
の
お
さ
そ
い
、
健
康
教

室
の
企
画
等
が
主
な
活
動
内
容
で
す
。

地
区
保
健
委
員

自
治
会

青
砥

　慶
幸

河

上

田
村

　宙
司

福
寿
実

妹
尾
る
み
子

佐
木
谷

久
代

　
　

子

福
万
来

新
田

　智
香

花

口

丸
山
ひ
と
み

三

吉

福
田
由
佳
里

福

塚

山
﨑

　睛
美

神
福
上

上
田
ま
き
江

（
敬
称
略
）

豊

栄

福
田

　張
水

折

渡

段
塚

　芙
美

印

賀

佐
藤

　俊
作

宝

谷

白
根
由
佐
子

菅

沢

上
萩
山

戸
田
佐
奈
枝

西
村
登
代
美

大
柄

　瑞
穗

上
三
栄

井
川

　瑞
江

三

栄

松
本

　由
美

丸

山

岡
松

　智
子

吉
田

　岳
史

宮

内

三
上
さ
ゆ
り

石
橋
加
寿
美

丸
山

　恵
子

阿
毘
縁

梅
林

　千
惠

入
澤

　眞
澄

矢

戸

山
内
紀
代
美

濱
田

　悦
子

多

里

杠

　
　敦
美

宇
田

　人
美

加
藤
真
寿
美

神
戸
上

萩

原

吉
澤
美
津
惠

安
達
美
智
子

上
石
見

木
山
香
代
子

小
山

　政
江

中
石
見

後
藤

　華
子

坂
村

　早
苗

神
福
下

山
形

　裕
子

原
田

　早
苗

下
石
見

榎
尾

　光
子

長
谷
川
延
江

湯

河

松
本
さ
つ
き

中
田

　早
苗

新

屋

山
形

　千
波

藤
森

　史
子

　霞

　
加
藤

　隆
夫

伊
田

　英
寿

生

山

坪
倉
有
希
子

岸
本
八
恵
子

茶

屋

近
藤
智
富
美

石
川

　洋
子

笠

木

熱中症の予防はできていますか？　チェックをしてみましょう

〈予防のポイント〉

室温は28度以下、
湿度は60％以下に
保ちましょう。



まちの話題まちの話題

日南病院　看護フェア

　高齢社会を支えていくため

には、「看護の心」「ケアの

心」「助け合いの心」を私た

ち一人ひとりが分かち合うこ

とが必要です。そんな心を誰

もが育むきっかけとなるよう、

国は平成２年に５月12日を「看護の日」と制定しまし

た。これは、近代看護を築いたフローレンス・ナイチ

ンゲールの誕生日にちなみ制定されたものです。

　日南病院では、この「看護の日」に合わせて「看護

フェア」が行われました。看護師たちは来院した人た

ちを病院玄関で出迎え、一人ひとりに声を掛けながら

パンフレットや景品を配布しました。

５

12 春の全国交通安全運動

　５月11日から５月20日にかけて行われた「春の全国

交通安全運動」の初日、日南町でも出発式とパセオ前

での街頭啓発活動が行われました。今年度の重点項目

は、①こどもを始めとする歩行者の安全の確保、②横

断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上、③自転

車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底の3項目

でした。

　黒坂警察署の渡邊章署長は出発式の中で、「これか

ら人の移動が活発になり、事故が増える可能性がある。

交通ルール遵守などの広報活動をお願いしたい」と話

し、参加した交通指導員や黒坂警察署員、町職員など

に呼びかけました。

５

11

わたなべ あきら

新教育委員に米積さん

　５月13日に任期満了となった日南町教育委員会委員

の中村秀代さん（三吉）に代わり、新たに米積真紀さ

ん（下石見）が委員に任命されました。米積さんは就

任にあたり、「教育委員として、で

きる限り日南町の教育に尽力した

い」と抱負を話しました。

　任期は、令和５年５月14日から令

和９年５月13日までです。

５

14

白谷工房
県知事から功労者表彰

　寄木細工のアクセサリーや小物を製作している白谷

工房が、「令和５年度鳥取県美しいもりづくり功労者

知事表彰」を受賞しました。これは、林産物の生産や

緑化の推進、森林保全の実践・普及等について特に功

績のあった者に対し鳥取県知事が表彰するものです。

　白谷工房は、寄木のSDGsバッジやサクラクレパスと

のコラボ商品、町内の新生児に贈られる木育玩具の積

み木など、自治体や民間企業等と連携した商品も数多

く生み出しています。近年では修学旅行の受け入れや

ワークショップの開催などを通じ、森林の多様な利活

用や木の良さをPRするとともに、伝統技術の継承にも

努めています。

　白谷工房の代表・中村建治さん（福塚）は、５月 13 日

に開催された鳥取県植樹祭にて平井知事から表彰され、

15日には受賞の報告のため中村町長を訪問しました。

５
13･15

なかむら けんじ

なかむら ひでよ よなづみ まき

日野川流域の自然環境を守るため
森林整備体験＆自然観察会

　日野川の源流と流域を守る会が主催する森林整備体

験と自然観察会が町内で行われ、会員など11人が参加

しました。

　午前中は神福地内の山林で森林整備体験を行い、間

伐作業の一部を体験しました。森林は、治山・治水機

能や動植物の生息環境、空気の浄化など、重要な機能

を果たしています。参加者は講師で同会幹事の栩木建明

さん（神福）の説明を受けながら、森林保全の必要性

を学びました。午後は

自然観察会として日野

川流域の水が育む自然

環境に優れた木谷川を

探訪し、植物や野鳥を

観察しました。

５

20

とちぎ たつあき
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　霞のかすみ広場下の

日野川にて、こども園

の年長児が鮎の放流体

験を行いました。この

活動は、園児たちが自

然にふれあうことと生

き物に興味を持っても

らうために企画されたものです。この日は日野川水系

漁業協同組合が育てた稚鮎約300匹がこども園に提供

されました。

　園児たちは同漁協の監視員である平井博之さん（生

山）から鮎の生態について説明を聞いた後、バケツに

入れた鮎を少しずつ川に放流しました。最初は「こわ

い！」と言ってい

た園児たちも、何

度か放流するうち

に楽しくなったよ

うで、「大きく

なってね」と声を

掛けながら泳いで

いく鮎を見送って

いました。

有機農業の産地づくりに向けて
キックオフ！

　農林水産省では、「みどりの食料システム戦略」に

基づき、「オーガニックビレッジ」の創出に取り組む

市町村の支援に取り組んでいます。「オーガニックビ

レッジ」とは、有機農業の生産から消費まで一貫し、

農業者のみならず事業者や地域内外の住民を巻き込ん

だ地域ぐるみの取り組みを進める市町村のことをいい

ます。この度日南町は、鳥取県内の自治体で初めて

オーガニックビレッジの事業採択を受け、3年間にわ

たるモデル事業をスタートさせます。

　その皮切りとして、プロジェクトの発足式と有機農

業推進に関する研修会が役場交流ホールで行われまし

た。発足式には町内外の農業者や企業などから13人が

出席し、意見交換を行いました。その後行われた研修

会では、これまでに「オーガニックビレッジ宣言」を

した島根県浜田市の成功事例が紹介され、出席者は

「今度は実際に現

地が見てみたい」

と話すなど、有機

農業の産地づくり

に向けた機運が高

まりました。

５

31

　日南町文化協会（藤原寿郎会長）が主催する「にちなん文化展」が日南町美術館で開催されました。この展覧会

は今年で10回目を迎え、これを記念して日野町文化団体連絡協議会と江府町文化協会から出展された作品を展示し

た「日野郡文化交流」が行われました。

　初日の６月２日にはオープニングセレモニーが開催され、日野郡３町の文化協会・文化団体連絡協議会の会長ら

が出席し、テープカットが行われました。展覧会には日野郡３町から集められた俳句や書、絵手紙、写真など66点

が展示され、来場者は普段見ることが少ない他町の作品にもじっくりと見入っていました。

大きくなってね！
こども園鮎放流体験

５

25

にちなん文化展で日野郡文化交流２
６

18
６

～

　日南町消防団では、５月31日付で木山宗司団長（茶屋）が

退団し、新たに中嶋研一さん（生山）が消防団長に、栁生肇さん

（上石見）が副団長に就任しました。

　この日行われた辞令交付式で中嶋団長は、「新しい団長・副

団長の体制となるが、これまで以上に消防団を盛り上げていき、

町に貢献していきたい」と話しました。

　任期は、令和５年６月１日から令和９年３月31日までです。

まちの話題まちの話題

ひらい ひろゆき

消防団長に中嶋さん
副団長に栁生さんが就任

６

２
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きやま むねし

なかしま けんいち やぎゅうはじめ

ふじはら としろう
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７
月
の
人
権
・
行
政
相
談
所

　一
般
財
団
法
人
生
涯
学
習
開
発
財
団

認
定
マ
ス
タ
ー
コ
ー
チ
の
笠
木
理
恵
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
５
月
９
日
に
ふ
れ

あ
い
人
権
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
学
び
、
多
々
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
の
中

で
も
「
承
認
の
ス
キ
ル
」
を
実
践
的
に

学
習
し
ま
し
た
。

　「
承
認
」
に
は
様
々
な
意
味
が
あ
り
、

種
類
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
講
座

で
の
「
承
認
」
と
は
、「
相
手
が
存
在
し

て
い
る
だ
け
で
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
認
め
て
、
そ
れ
を
言
葉
や
態
度
で

示
し
て
相
手
に
伝
え
る
」
こ
と
で
す
。

　一
つ
の
例
と
し
て
、
挨
拶
の
仕
方
が

あ
り
ま
す
。
日
常
会
話
の
中
で
、単
に「
お

は
よ
う
」
と
言
葉
を
交
わ
す
だ
け
で
な

く
、「
お
は
よ
う
」
の
前
に
、
相
手
の
名

前
を
つ
け
て
「
〇
〇
さ
ん
、
お
は
よ
う
」

と
挨
拶
を
す
る
こ
と
で
、
受
け
取
っ
た

相
手
側
は
、「
自
分
の
こ
と
を
見
て
く
れ

て
い
る
」
と
感
じ
、
受
け
取
る
印
象
も

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
他
者

か
ら
承
認
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
元

気
づ
け
ら
れ
、
自
分
に
自
信
が
持
て
る

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　講
座
の
中
で
は
、
承
認
の
効
果
に
つ

い
て
考
え
る
時
間
も
あ
り
ま
し
た
。
受

講
者
か
ら
は
、「
嬉
し
い
し
、
や
る
気
が

出
て
向
上
心
も
湧
く
」「
人
と
つ
な
が
っ

て
い
る
感
が
あ
り
、
ひ
と
り
で
は
な
い

と
思
え
る
」「
自
分
が
見
て
も
ら
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
や
自
分
が
そ
こ
に
い
て

も
い
い
、
と
い
う
安
心
感
に
つ
な
が
る
」

「
笑
顔
が
増
え
る
」
な
ど
、
プ
ラ
ス
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
家
庭
生
活
に

　

お
い
て
も
、
会
話
が
進
ん
だ
り
、
仕
事

が
順
調
に
な
る
足
が
か
り
と
な
っ
た
り

す
る
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　講
演
の
締
め
く
く
り
に
は
、
今
後
は

誰
に
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、
ど
の
よ
う

に
承
認
を
し
て
い
く
か
、
受
講
者
へ
の

問
い
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
て
の
全
体
へ
の
発
表
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
受
講
者
一
人
ひ
と
り
が
、

今
後
に
つ
い
て
思
い
浮
か
べ
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　講
演
中
は
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
受
講
者

の
み
な
さ
ん
は
積
極
的
に
討
議
さ
れ
、

終
始
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ
た
有
意
義
な
時

間
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

■
日
時
　
７
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
６
時
か
ら

■
会
場
　
人
権
セ
ン
タ
ー

　ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
と
は

無
意
識
の
思
い
込
み
や
、
偏
見
の
こ
と

で
あ
り
、
自
分
で
は
な
か
な
か
認
識
で

き
ま
せ
ん
。
自
分
の
先
入
観
や
思
い
込

み
な
ど
が
、
否
定
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

な
り
、
相
手
を
傷
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

自
分
自
身
の
思
い
込
み
や
決
め
つ
け
が

な
い
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
７
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

■
会
場
　
人
権
セ
ン
タ
ー

　１
０
０
円
で
朝
食
を
提
供
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時
　
７
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
会
場
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
向
か
い
）

　人
権
や
行
政
の
仕
事
に
関
す
る
相
談

を
、
人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員

が
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　ま
た
、
こ
の
日
は
、
弁
護
士
に
よ
る

「
出
張
弁
護
士
！
な
ん
で
も
相
談
」
が

午
後
２
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
無
料
で
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
弁
護
士
相
談
を
ご
希

望
の
際
は
、
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要

で
す
。
人
権
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　■
講
師
：
笠
木
理
恵
さ
ん

第
２
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
人
権
」

お
互
い
を
認
め
合
え
る
関
わ
り
方

（
承
認
の
ス
キ
ル
）
を
学
ぼ
う

第
４
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス･

バ
イ
ア
ス
」

（
無
意
識
の
思
い
込
み
、
偏
見
）

１
０
０
円
モ
ー
ニ
ン
グ
開
催
中
！
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　令和５年５月 25 日、日南町議会議員の久代安敏さんが逝
去されました。67 歳でした。
　久代議員は、平成 11 年、町議会議員に初当選され、今年
４月に７期目の当選をされたばかりでした。「反戦」を生涯
のテーマとされ、一度も欠かすことなく一般質問をされるな
ど、意欲的に町政への提言をされてきました。町民に寄り添
い、町政の諸課題に全力で取り組まれた 24 年間でした。
　また、久代議員は、議員活動のほかにも演劇・音楽・文学
などの文化活動にも情熱を傾けられ、町民ミュージカルや神
戸上出身の国文学者・池田亀鑑の顕彰活動など、文化・芸術
の発展にも貢献されていました。
　日南町議会では、６月８日から行われた令和５年第４回定
例会の冒頭に黙祷を捧げ、近藤仁志副議長が追悼のことばを
述べました。
　謹んでお悔やみ申し上げます。

日南町議会 久代 安敏議員 急逝
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今
回
は
、
梅
雨
頃
活
発
に
な
る
吸

血
虫
「
ヤ
マ
ビ
ル
」
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

 

ヤ
マ
ビ
ル
は
、
野
山
に
生
息
す
る

体
長
２
〜
３
cm
ほ
ど
の
ヒ
ル
で
、
大

型
哺
乳
類
に
引
っ
付
き
吸
血
す
る
虫

で
す
。
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
だ
け
で
な

く
、
人
間
も
も
れ
な
く
吸
血
対
象
で

す…

。

 

ヤ
マ
ビ
ル
に
よ
る
感
染
症
な
ど
の

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
咬

む
際
に
分
泌
さ
れ
る
液
に
よ
っ
て
吸

血
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
に
く

く
、
傷
口
の
出
血
が
止
ま
り
づ
ら
い
、

咬
ま
れ
た
後
か
ゆ
み
が
出
る
と
い
っ

た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
蚊
と
似
て
い

ま
す
ね
。

 

ヤ
マ
ビ
ル
を
無
理
に
引
き
は
が
す

と
、
傷
口
に
歯
が
残
る…

な
ど
と
い

う
マ
ダ
ニ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
離
れ
な
い
時
は
、
食
塩
ま
た

は
食
塩
水
、
エ
タ
ノ
ー
ル
を
か
け
る
、

ラ
イ
タ
ー
の
火
な
ど
の
熱
を
近
づ
け

る
と
簡
単
に
取
れ
ま
す
。

 

ヤ
マ
ビ
ル
が
取
れ
た
後
は
、
傷
口

を
つ
ま
ん
で
ヒ
ル
の
唾
液
を
絞
り
出

し
、
水
や
消
毒
液
で
洗
い
ま
す
。
ヒ

ル
の
分
泌
液
の
影
響
で
血
が
止
ま
り

に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、
傷
口
は
絆

創
膏
な
ど
で
し
っ
か
り
止
血
し
ま

し
ょ
う
。

 

咬
ま
れ
な
い
対
策
は
マ
ダ
ニ
と
同

じ
で
、
デ
ィ
ー
ト
・
イ
カ
リ
ジ
ン
が

含
ま
れ
た
虫
よ
け
や
、
肌
の
露
出
を

極
力
少
な
く
し
た
服
装
が
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
首
筋
を
咬
ま
れ
る
こ
と
が

多
い
こ
と
か
ら
、
ヒ
ル
は
上
か
ら
落

ち
て
く
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
ヒ
ル
は
地
面
か
ら

よ
じ
登
っ
て
き
ま
す
。
長
い
靴
下
を

履
く
な
ど
、
足
元
の
対
策
は
よ
り
念

入
り
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問合せ】72-1399

獣害対策
アップデート

第24回
山にいる
吸血虫

代引きで偽物が届いた！？ vol.20

ル
ブ
ラ
ト
者
費
消

●特に、ＳＮＳ上に表示される広告から偽サイトに誘導されるケースが増えています。偽サイトは
　巧妙化しており、一見するだけでは公式サイトと区別がつきません。少しでも怪しいと思ったら
　取引しないようにしましょう！
●代引き配達で商品を受け取ってしまうと、あとで「偽物」とわかっても返金は困難です。送り状
　の「依頼人」に覚えがない、受取人が注文したものか判断できないなどの場合は、一旦持ち帰っ
　てもらう方が安心です。
●通販サイト（プラットフォーム）上の取引で、販売業者からサイトを介さない取引に誘導された
　場合は、被害にあっても補償サービスが受けられません。取引や支払いはせず、通販サイトにも
　通報しておきましょう。

　　　
・ＳＮＳを見ていたところ、ブランドバッグのキャンペーン広告が表示されたので公式通販サイト
　と思い注文。代引きで商品が届いたが、開封すると偽物だった。宅配業者に相談したが返金はで
　きないと言われた。
・大手通販サイトに出店していた販売業者から、ブランド品の時計を注文。偽物が届いたので通販
　サイトの補償サービスで返金を求めたが、通販サイトを介さない直接取引に誘導されていたため、
　補償対象外と言われた。

＊不安な時は、まずは消費生活相談窓口をご利用ください。
　役場住民課  TEL : 82-1112 
　鳥取県 黒坂警察署 TEL : 74-0110　消費者ホットライン　 TEL :  （局番なし）188

怪しいと思ったら、すぐ決めず相談を！

保木本 尚子相談員

【アドバイス】

【事例】

　　　
・販売価格が大幅に値引きされている
・通販サイトの日本語の字体や文章表現がおかしい
・販売業者の名称や住所、連絡先等の業者情報が表示されていない
　（または、表示されている情報を検索したら実在が確認できない）
・代引き以外の支払いが選べない（または、一方的に代引き配達に変更される）
・送り状に記載されている「依頼人」が、販売業者の名称と異なっている

【偽物が届く通販サイトの特徴】

ＳＮＳ上の広告には特に注意を！！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
国
内
で
流

行
を
始
め
て
３
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
間
に
多
く
の
人
が
感
染
し
、
多
く
の
人
命
が

失
わ
れ
、
経
済
・
社
会
も
深
刻
な
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。

　
当
初
は
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
予
防
方

法
や
治
療
方
法
も
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
次
第
に
感
染
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
予
防
方
法
、

治
療
方
法
も
わ
か
っ
て
き
た
今
、
５
月
８
日
か

ら
「
感
染
症
予
防
法
」
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
、

強
い
感
染
対
策
が
で
き
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
感
染
症
」
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
「
５
類
感
染
症
」
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
位
置
づ
け
が
変
わ
る
こ
と
で
私
た
ち
の
生
活

に
様
々
な
変
更
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
マ
ス
ク
】

　
３
月
13
日
か
ら
着
用
は
個
人
の
判
断
と
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
高
齢
者
施
設
を
訪
れ
る
と

き
や
、
事
業
所
等
の
判
断
で
マ
ス
ク
の
着
用
を

求
め
ら
れ
た
時
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
検
査
・
治
療
・
入
院
】

　
こ
れ
ま
で
は
無
料
（
公
費
負
担
）
で
し
た
が
、

一
部
を
除
き
個
人
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

【
療
養
期
間
】

　
法
律
に
基
づ
く
外
出
自
粛
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

発
症
翌
日
か
ら
５
日
間
、
か
つ
症
状
が
軽
快
し

24
時
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
無
理
を
せ
ず
、
出

勤
や
登
校
を
控
え
て
自
宅
で
安
静
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
発
症
翌
日
か
ら
10
日
間
は
高
齢
者
等

ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
の
接
触
を
控
え
、
不
織
布
マ

ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
濃
厚
接
触
者
】

　
濃
厚
接
触
者
の
特
定
は
行
わ
な
い
た
め
外
出

自
粛
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
居
家
族
等
に
陽
性

５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が

変
わ
り
ま
し
た

【
問
合
せ
】 

役
場
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１

が
判
明
し
た
場
合
、
特
に
５
日
間
は
ご
自
身
の
体

調
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
】

　
一
般
の
人
を
対
象
と
し
た
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

終
了
し
ま
し
た
。
感
染
に
不
安
が
あ
る
人
は
市
販

の
検
査
キ
ッ
ト
で
自
主
検
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
】

　
令
和
５
年
春
と
秋
に
、
高

齢
者
や
重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
人
な
ど
を
対
象
に
接
種
を

行
い
ま
す
。
そ
の
他
の
５
歳

以
上
の
人
は
秋
に
接
種
を
行

い
ま
す
。
費
用
は
当
面
の
間
、
無
料
で
す
。

　
感
染
症
予
防
法
で
の
位
置
づ
け
は
変
わ
り
ま
し

た
が
、
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
免
疫
を
す
り
抜
け
る
能
力
が
高
い
変
異
ウ

イ
ル
ス
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
感
染

に
注
意
し
て
、
安
全
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
、

・
必
要
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用

・
石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル

　
に
よ
る
手
指
の
清
潔

・
有
効
な
換
気

・
三
密
の
回
避

は
感
染
防
止
に
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
心
が
け
て
き
た

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
は
、
ほ
か
の

感
染
症
に
対
し
て
も
有
効
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
残
す
べ
き
良
い
生
活
様

式
は
残
し
つ
つ
、
安
全
な
日
常
生
活

を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

道の駅にちなん出荷者協議会では、道の駅にちなん日野川の郷の直売所に出荷していただける方を募集しています。
野菜だけではなく、加工品・工芸品なども出荷できます。出荷者協議会に新規加入していただくと、たったもカードの行
政ポイントを進呈します。興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
【入会申込・問合せ】　道の駅にちなん日野川の郷  TEL：82-1707　　役場農林課  TEL：82-1114

出荷者募集中！

足立　進也さん (阿毘縁)
あだち しんや

このコーナーでは、道の駅にちなん出荷者協議会の活動をご紹介しています。
今回は、ご夫婦で協力して苗づくりに取り組まれている足立進也さんにお話を伺いました。

出荷者協だより vol.09

　春は、ピーマンやトマト、なす、キュウリなどの夏野菜を育て、夏から秋にかけては、

なでしこやパンジー、ビオラ、サルビア、コスモスなどの花壇苗を栽培しています。

Ｑ1 どのような種類の苗を作っていますか？

　ポットの中でしっかりと根を張らすことです。

Ｑ2 苗づくりのこだわりは何ですか？ 

　夏野菜では、キュウリが育てやすいと思います。花は、マリーゴールドやパンジー、

ビオラがおすすめです。「自分で何かを育ててみよう！」とチャレンジする気持ちがあ

れば、うまくいくはずです。

Ｑ3 初心者でも育てやすい野菜や花を教えてください。

　なにごとも話し、隠しごとはしないことです。言いたいことははっきり言う！同じ仕

事をしているので、喧嘩をしていては仕事になりません。お互いを思いやる気持ちを毎

日大切にしています。

Ｑ4 夫婦仲のよさを保つ秘訣を教えてください。
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●海上保安学校学生採用試験≪4月入校≫
　受付期間：7月18日（火）～ 7月27日（木）
　試 験 日：9月24日（日）
●海上保安大学校学生採用試験≪4月入校≫
　受付期間：8月24日（木）～ 9月4日（月）
　試 験 日：10月28日（土）・10月29日（日）
※受験資格等の詳細は、海上保安庁ホームページを
　ご覧ください。

□問 境海上保安部管理課　 TEL：0859-42-2532

海上保安官募集募集

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　防衛省では、自衛官候補生（陸・海・空）、一般
曹候補生（陸・海・空）、航空学生（海・空）を募
集します。
●自衛官候補生（陸・海・空）
　受験資格：18歳以上33歳未満の方
　受付期間：随時（試験日は受付時にお知らせします）
●一般曹候補生（陸・海・空）
　受験資格：18歳以上33歳未満の方
　受付期間：7月1日（土）～９月５日（火）
　試 験 日：
　　1 次：9 月 15 日（金）～ 9 月 24 日（日）の指定日
　　2 次：10 月 14 日（土）～ 11 月 5 日（日）の指定日
●航空学生（海・空）
　受験資格：（海）18歳以上23歳未満の方または高専3年次修了者
　　　　　　（空）18歳以上21歳未満の方または高専3年次修了者
　受付期間：7月1日（土）～９月7日（木）
　試 験 日：
　　1次：9月18日（月・祝）
　　2次：10月14日（土）～10月19（木）の指定日
　　3次：（海）11月17日（金）～12月13日（水）の指定日
　　　　　（空）11月11日（土）～12月14日（木）の指定日
●自衛官採用説明会
　日南町で自衛官採用制度についての説明会を実施
します。資料をご要望の方や、制度についてのご質
問がある方はぜひご参加ください。

□日 7月8日（土）10:00～11:30

□場 役場　第2会議室

□問 自衛隊米子地域事務所
　　TEL：0859-33-2440

自衛官採用試験・自衛隊説明会募集

　鳥取県司法書士会では、以下のとおり相談会を開
催します。無料で相談をお受けしますので、お気軽
にご利用ください。

□日 7月12日（水）14:00～16:00（前日までに要予約）

□場 米子コンベンションセンター　第２会議室

□内 相続、不動産登記、会社・法人登記、成年後見、多重債務など

※新型コロナウイルス感染症の状況により中止することがあります。

□申・□問 鳥取県司法書士会　TEL：0857-24-7024

司法書士による無料法律相談会お知らせ

　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の防止
と犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深
め、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会
を築くための全国的な運動です。安全で安心な暮ら
しを叶えるため、自分には何ができるのかを、みな
さんで考えてみませんか。

□問 役場総務課　 TEL：82-1111

7月は「社会を明るくする運動」の強調月間ですお知らせ

「今どきの働き方・働かせ方」～最近の法改正トピックス～
　みなくる米子では、最近の法改正の情報を分かり
やすく解説し、より働きやすい職場づくりの実現を
目指した労務管理セミナーを開催します。参加費は
無料ですので、お気軽にご参加ください。

□日 7月28日（金）14:00～15:30

□場 米子市立図書館 ２階 研修室（米子市中町8）

□内 副業兼業の注意点、月60時間超残業の取扱い、
　　高齢者雇用の活用、賃金のデジタル払いなど
　（講師：特定社会保険労務士　安田岳歩氏）

□定 35人

□対 労働者、求職者、労務担当者、一般の方など
　　※求職活動中の方は証明書を準備しますので、
　　申込時にお知らせください。

□申 開催日前日までに、電話・FAX・WEB
　（右のQRコード）のいずれかでお申込
　  みください。

□問 鳥取県中小企業労働相談所みなくる米子
　  TEL：0859-31-8785　FAX：0859-21-0034

労務管理セミナーお知らせ

　日南町では、町内産堆肥の利用による減農薬・減化学肥料、有機多投型栽培の普及を推進しており、安心・安
全な農産物の生産を行う方へ堆肥代等を助成する「ゆうきまんまん構想堆肥助成事業」を行っています。
　この度、令和 5 年度から燃料費高騰のため散布料を値上げし、散布料の補助を新設します。農家負担は 1 ト
ンあたり実質 100 円増加となります。ご理解いただきますようお願いします。
●変更点　①堆肥散布料の値上げ　1 トンあたり 1,100 円増額（消費税込）
　　　　　②散布料補助の新設　　1 トンあたり 1,000 円
●変更後の標準事業費（10 アールあたり）と補助金

□問 役場農林課　TEL：82-1114

ゆうきまんまん構想堆肥助成事業 ～助成内容を一部変更します～お知らせ

堆肥代

散布代

事業費計

堆肥代

散布代

事業費計

4,400 円

4,400 円

8,800 円

4,400 円

4,400 円

8,800 円

2,700 円

1,000 円

3,700 円

2,000 円

1,000 円

3,000 円

1,700 円

3,400 円

5,100 円

2,400 円

3,400 円

5,800 円

1 トン

1 トンあたり

1 トン

1 トンあたり果樹・家庭菜園

販売作物
（水稲・野菜）

農家負担 備　考町補助金標準事業費事業費区分
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　国税庁では、毎年、全国の高等学校のご協力を得て「税に関する高校生の作文」の募集を行っています。
　これは、次代を担う高校生のみなさんが、学校教育の中で学習したことや自分自身の経験・体験などを通し
て、税について考えたことを作文の形で発表していただき、これを機会に税に対する関心を一層深めていただ
きたいという趣旨で実施しているものです。
●テ ー マ　「税の意義と役割について考えたこと」
　税の意義とその役割について、自分で考えたことや体験を通じて考えたこと、問題意識を持ったことなど、
　自らの言葉で表現しているものであれば、何でも結構です。
　※応募作品は、本人が創作したもので未発表のものに限ります。
●文 字 数　800字以上1,200字以内　　　　　　●応募点数　1人1編
●応募資格　高校生、中等教育学校生（後期課程）
●締　　切　9月6日（水）必着　　　　　　　　　●提 出 先　最寄りの税務署
●表　　彰　優秀作品には賞状と記念品を贈呈します。
●発　　表　優秀作品は、都道府県名・学校名・学年・氏名とともに国税庁ホームページや国税当局が作成
　　　　　　する広報誌等に掲載するほか、報道機関等に資料を提供するなど、広く発表します。

□問 米子税務署　〒683-8691　米子市東町124-16 米子地方合同庁舎　TEL：0859-32-4121

税に関する高校生の作文募集募集

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　以下の講習会・講座を開催します。ぜひ、ご参加ください。
①ミニ手話講座【3回連続編】
　手話言語に興味がある方を対象とした、誰でも気軽に参加できる県民向けミニ手話講座です。
　□内 講義・実技（受講料無料）　　□対 手話言語に興味のある方　　□定 30 人（先着順）
　□日 ･□場 

②気軽に筆談セミナー
　文字によるコミュニケーションを必要とする、きこえない・きこえにくい人への支援に関する理解啓発を
　図ることを目的としたセミナーです。
　□内 講義・実技（受講料無料）　　□対 筆談に興味のある方、公共施設・民間企業等で窓口業務等に携わる方
　□定 20 人（先着順）
　□日 ･□場 

きこえない・きこえにくい人のコミュニケーション支援に関する講習会お知らせ

9 月 1 日（金）
8 日（金）

15 日（金）

日にち 会　場

19:00 ～ 21:00

米子コンベンションセンター
（米子市末広町 294）

時　間

8月25日（金）

申込締切

10月4日（水）19:00 ～ 21:00
10 月 11 日（水）

18 日（水）
25 日（水）

7 月 23 日（日）

8 月 21 日（月）

10 月 3 日（火）

日にち 会　場

10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 15:00

10:00 ～ 12:00

米子コンベンションセンター
（米子市末広町 294）

時　間

7月14日（金）

8 月 8 日（火）

9月26日（火）

申込締切

③手話奉仕員養成講習会【入門編】
　手話奉仕員を養成する講習会です。
　□内 ①実技　②聴覚障害者福祉等に関する講義（厚生労働省手話奉仕員養成カリキュラムに準じて実施）
　　　（受講料 2,000 円　※テキスト代別途）
　□対 きこえない・きこえにくい人等の福祉に理解と熱意を有する方（高校生以上）
　□定 40 人（定員を超えた場合は抽選とさせていただきます。ご了承ください。）
　□日 ･□場 

①・②・③共通
　□申 郵送：それぞれの申込書に記入し、問合せ先あてにお送りください。
　　　　　 封筒に、①は「ミニ手話講座申込書在中」、②は「筆談セミナー申込書在中」、③は「入門編受
　　　　　  講申込書在中」とそれぞれ赤字で記入し、裏面に必ずご住所・氏名をご記入ください。
　　FAX：送信後、問合せ先へ確認の電話をしてください。
　　申込フォーム：当協会ホームページからお申込みください。

□問 鳥取県中部聴覚障がい者センター　養成講習会（手話）事務局
　　〒682-0822　倉吉市葵町724-15　TEL：0858-27-2355　　FAX：0858-27-2360

9 月 12 日（火）
 ～ 2 月 13 日（火）
毎週火曜日（全21回）

日にち 会　場

19:00 ～ 21:00 米子コンベンションセンター
（米子市末広町 294）

時　間

8 月 22 日（火）

申込締切
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「手話表現には、色々な表現方法があります。」

７
月
の
日
程

自然に開いた手のひらを
上向きで相手に向け、
自分の前で弧を描くよう
移動させる。

両手を数詞の「７」にし、
胸の前で上下に合わせる。

広
報
文
芸

「
空
」

「
七
夕
」

「
星
」

広
報
に
ち
な
ん
で
は
、
み
な
さ
ん
か
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投
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の
あ
っ
た
俳
句
・
短
歌
を
ご
紹
介
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て
い
ま
す
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個
人
で
の
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稿
も
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き
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の
で
、
お
気
軽
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

川

　
　柳
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（令和５年５月16日～令和５年６月15日受付分）

令和５年５月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,893 （ −　2）  ■人 口  4,072 （ − 10）
■    男 1,927 （ −　9）  ■　  女  2,145 （ −  1）

お悔やみ申し上げます

　氏　　名       　　       年　齢　　　　   住　所

木　村　　　稔　　 87歳　　　下阿毘縁
久　代　安　敏　　 67歳　　　 神戸上
松　尾　とも江　　 94歳　　　 新　屋
手　嶋　千重子　　 92歳　　　 下石見
財　原　久　榮　　 79歳　　　 笠　木
段　塚　　　傑　　 86歳　　　 菅　沢
中　田　孝　雄　　 96歳　　　 新　屋

ご誕生おめでとうございます

　氏　　名　　　　   届  出  人　　　      住　所 

片　岡　佑　音　   興　三　　　三　吉

谷　口　心　菜　   尚　平　　　生　山

　突然飛び込んできた久代安敏議員の訃報。まさか追悼の記事を
書くことになるとは想像すらしておらず、とても寂しく、未だに
信じられないような気持ちもあります。
　編集後記にあまりふさわしくない文章かもしれませんが、少し
個人的な思いを書かせていただくことをお許しください。

　長年議員を務められた久代さんですが、私にとっては町民
ミュージカルで共にした時間の印象が強く残っています。
　町民ミュージカルの活動は、他の学校の子どもたちはもちろん、
大人たちも含め世代を超えた交流の貴重な機会でした。その中で
脚本から作詞、演出、役者までをこなし、中心となって盛り上げ
てこられたのが久代さんでした。
　私はそんなミュージカルでの活動と、久代さんはじめ、ミュー
ジカルに関わってくださったすべての方々に育てられたと思って
います。この経験があったからこそ、私は日南町に帰ってきて、
町職員として頑張っていこうと思えま
した。そして、今もずっとその思いが
私を勇気づけてくれます。

　育てていただいたみなさんへの感謝
の気持ちを忘れず、これからも頑張っ
ていこうと思います。本当にありがと
うございました。

　地域づくり推進課　広報担当者

編集後記

「広報にちなん」に広告を掲載しませんか？広 告 募 集
　日南町では、自主財源確保の一環として、また、町民のみなさんの暮らしに役
立つ情報の提供や町内事業者等の振興を図るため、「広報にちなん」に掲載する
有料広告を募集します。
　「広報にちなん」は、日南町内の約1,850世帯に配布しており、町内の多く
の方が目にする媒体です。この「広報にちなん」を活用して、企業や商品のPR
をしてみませんか？

広告枠　1枠：縦65mm×横90mm
　　　　2枠：縦65mm×横185mm
掲載料　各号1枠あたり
　　　　町内事業者：3,000円
　　　　町外事業者：5,000円
【問合せ・申込み】
  役場地域づくり推進課　TEL：82-1115

　「広報にちなん」をより良い広報誌にしていくため、みなさんからのご意見・
ご感想・ご要望などを募集しています。
　ご意見等をお送りいただいた方の中から抽選で、たったもカードの行政ポイ
ント300ポイントをプレゼントします！

「広報にちなん」へのご意見・ご感想・ご要望をお寄せください！

≪応募方法≫
手紙またはハガキに以下の項目をご記入のうえ、地域づくり推進課広報担当へお送りください。
①住所　②氏名　③電話番号　④「広報にちなん」への意見・感想・要望など
送り先：〒689-5292　日南町役場　地域づくり推進課　広報担当

300ポイ
ント

プレゼン
ト！

おうちを少しだけ直してみませんか？  
くらしがグッと楽になるかも 
お電話お待ちしております(^０^)/ 

〒689-5212　日南町霞865-1 
TEL：82-0555 / FAX：82-0010 

購入から当せん金の受取まで、すべてネットで完結！
宝くじ公式サイトで購入した宝くじの結果は、ネット上
で簡単にご確認いただけます。ぜひご利用ください！

とゆう

ここ な



■編集･発行　日南町 地域づくり推進課　〒 689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800  TEL/0859－82－1115　FAX/0859－82－1478

　フルーツが大好きで、お皿に出すとすぐにパク
パクと食べてしまいます。
　最近は、自分が食べている物をお母さんにおす
そ分けしてくれます。「おいしい～！」と言う
と、うれしそうにするのがとてもかわいいです。
　人の真似もできるようになり、成長を感じてい
ます。
　「いろいろなことにチャレンジして、元気で明
るい子に育ってほしいな」とご両親。

　自分のごはんはしっかり食べ、それでも食べ
足りないのか親のごはんも食べたがります。あ
げるととても喜ぶのでそれがかわいいです。
　歳の近い子と遊んでいる時に、自分が持って
いるおもちゃを貸してあげるなど、「お姉ちゃ
ん」ができていてうれしく思います。
　「いつも笑顔で誰からでも可愛がられる優し
い子になってほしいな」とご両親。

令和４年４月16日生まれ令和４年４月16日生まれ
　（父） さん　（母） さん　（父）征太さん　（母）玲奈さん

やまもとやまもと さなさな いちかいちかあしおあしお

山本　紗愛 さん【 菅沢 】山本　紗愛 さん【 菅沢 】
令和 年 月 日生まれ令和４年４月23日生まれ

　（父）将也さん　（母）紗也香さん　（父）将也さん　（母）紗也香さん

蘆尾 いち果 さん【 霞 】蘆尾 いち果 さん【 霞 】

食べるの
大好き

フルーツ
大好き

＃大好きにちなんちょう 町公式インスタグラムに掲載した写真をちょこっとご紹介
インスタグラムは随時更新していますので、
ぜひフォローしてみてください！


